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【世界】 
・世界的な金融危機 
・原油価格高騰 
・新型インフルエンザ 
・高度情報化 
 

【日本】 
・人口減少，少子高齢化 
・低成長→景気回復基調 
・東日本大震災・原発事故 
・環境問題 
・国際問題 
・地方分権の推進 

 

【北海道，道北，旭川】 
・人口減少，少子高齢化，コミュニティの変化 
・低迷が続く地域経済 
・扶助費の増など厳しい財政状況 
・老朽化が進むインフラ 
・市民意識の変化 

 ①市民がより生き生きと活躍できる環境づくりを行う。（市民主体のまちづくり） 
 ②市民とともに，地域の課題に取り組み，市民の期待に応える。（住民福祉の向上， 
                                                地域自治の推進） 
 ③地域資源を生かし，新たな価値を創造しながら，まちの発展を目指す。（地域資源の活用， 
                                                      産業振興） 
 ④北北海道の拠点都市としての機能発揮と更なる充実を目指す。（拠点機能の強化） 
 ⑤未来につながる人材，環境を育む。（人材育成・教育・子育て支援， 
                                        環境保全・循環型社会の形成） 
 ⑥新たな課題にも対応しながら，公平公正かつ健全に市政を運営する。（行政機能強化） 

市
の
使
命 

次
期
総
合
計
画 

・本市における住民自治の
将来像 
・これまでの取組と現状 

・新たな住民自治に対応す
る地域の範囲 

・新たな住民自治の推進
体制 
  ①住民自治組織 
  ②行政組織 

・新たな住民自治のための
拠点整備 

・住民自治の実効性を高
めるために 
・今後のロードマップ 

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
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まちづくりに関する基本的な事項を総合的に定めることにより，市民主体のまちづ
くりの更なる発展と，魅力と活力のあるまちを実現することを目的とする。 

目
的 

ま
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く
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４
つ
の
基
本
理
念 

現時点における本市のまちづくりの姿勢 

【現時点における策定の方向性】 
まちづくりのビジョンと，そのビジョンを達成するための目標や取組の方向を示す。まちづくり基本条例 
に根拠を持つ。 
 
＜特 徴＞ 
①まちづくり基本条例の趣旨を踏まえ， 「市民主体のまちづくり」 と「それに対応した行政運営」 
 に関する計画とする。 
②住民が作成した地域の未来図を踏まえた，地域計画を取り入れる。 
③成果がより分かりやすい計画とする。 

市民がいきいきと活躍できるまちづく
り 

市民が支え合いながら安心して暮
らせるまちづくり 

地
域
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基
本
原
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市民主体の原則 地域主体の原則 健全な市政運営の原則 

市民及び市が，まちづくりに関する情報
を共有し，市民の意思と力をいかした市
民主体のまちづくりを推進すること 

市民及び市が，地域のつながりや特性
等をいかした地域主体のまちづくりを推
進すること 

市が，総合的かつ計画的に健全な市政
を推進すること 

新たな総合計画によるまちづくり 

ひ と 

地 域 

地域資源をいかし，将来にわたって活
力があり，住み続けられるまちづくり 

ま ち 

北北海道における拠点性を発揮する
まちづくり 

広 域 

市民主体のまちづくりの更なる発展 魅力と活力のあるまちの実現 

地域 
まち 

広域＝北北海道 

ひと 

地 域 資 源 

・北北海道の拠点都市であること 

・旭川の優位性や特徴（交通の要衝であるなどの地勢，産業，観光
施設，医療・福祉や高等教育機関，官公庁の集積など都市機能） 
（再掲） 

課 題 目指す方向性 

・北北海道の市町村におけ
る更なる連携の可能性 
 

・北北海道の市町村における更な
る連携の強化 

・北北海道全体の発展に向けた取
組の強化 
・本市の拠点性の更なる発揮 

地 域 資 源 

・市民活動，産業，文化活動など各分野における市民の活躍 
・知識や経験を持った人材が多く存在 
 

課 題 目指す方向性 

・市民が主体的に活躍でき
るための環境が不十分 
 

・自らの意思に基づき幅広い分野
で充実した活動を行える環境づく 
り 
・市民と行政の協働に更なる推進 
・まちづくりの担い手づくりの推進 
 

地 域 資 源 

・町内会，市民委員会などの地域のつながり 
・市内各地域それぞれの特性 
・地域の特性をいかした取組 
 

課 題 目指す方向性 

・少子高齢化の進行 
・地域のかかわりの希薄化 

・町内会などの地域活動団
体の担い手不足 
 

・地域において互いに補完し，協
力し合う関係づくり 

・地域の主体性をいかした取組の
更なる推進 
・担い手の育成 
 
 

地 域 資 源 

・旭川の優位性や特徴（積雪寒冷地，自然，交通の要衝であるなど
の地勢，産業，観光施設，医療・福祉や高等教育機関，官公庁の
集積などの都市機能，自然災害が少ないこと） 
・旭川独自の文化（文化芸術，アイヌ文化） 

課 題 目指す方向性 

・積雪寒冷地 
・地域経済の低迷 
・地域資源の活用が不十分 
・都市機能の充実が必要 
・発信力不足 
・環境負荷（積雪寒冷地） 
 

・地域資源を伸ばすための取組の
強化 

・地域資源を活用するための取組
の強化（発信力の強化） 
・都市機能の充実 
・環境負荷の軽減 

資料 ９ 


